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町
が
好
き
、人
が
好
き
、み
ん
な
で
つ
く
る
町
が
一
番
好
き
 

さ
あ
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
！
―
2
 

行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
―
6
 

老
人
医
療
を
考
え
る
―
8 

街
か
ど
探
検
隊

―
１０  

こ
ん
に
ち
は
・
み
ん
な
の
広
場

―
１２ 

町
史
編
纂
室
だ
よ
り
、
ほ
か

―
１４ 

ハ
ッ
ピ
ー
ス
マ
イ
ル
、
ほ
か

―
１５  

元
気
に
な
る
い
い
話
、
ほ
か

―
１６ 

カ
レ
ン
ダ
ー
、
ほ
か

―
１７ 

小
さ
な
美
術
館
、
ほ
か

―
１８ 
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特　　集 FEATURE ARTICLES

　

桜
の
並
木
を
ゆ
っ
く
り
歩
く
、
お
弁
当

を
広
げ
て
談
話
、
車
で
遠
回
り
、
そ
ん
な

中
、
他
県
ナ
ン
バ
ー
の
車
や
カ
メ
ラ
を
片

手
に
散
策
す
る
旅
行
者
の
姿
も
多
く
見
受

け
ら
れ
ま
す
。
こ
の
人
た
ち
が
ま
た
訪
れ

て
く
れ
る
、
そ
し
て
一
人
で
も
多
く
の
方

に
石
川
町
の
よ
さ
を
伝
え
て
も
ら
う
。

　

一
週
間
と
い
う
わ
ず
か
な
時
間
で
こ
の

　

石
川
町
に
春
の
訪
れ
を
告
げ
る
、
春
の

香
り
、
美
し
い
桃
色
、
桜
色
。
高
田
桜
を

は
じ
め
見
事
に
咲
き
競
う
桜
は
圧
巻
で
す
。

　

町
の
中
央
を
悠
々
と
流
れ
る
二
つ
の
川
、

北
須
川
と
今
出
川
の
両
岸
に
続
く
桜
並
木

は
春
の
風
物
詩
と
し
て
み
ん
な
か
ら
愛
さ

れ
て
い
ま
す
。

　

ま
た
、
歴
史
の
古
い
石
川
な
ら
で
は
の

代
々
語
り
継
が
れ
て
大
事
に
守
ら
れ
て
き

た
桜
は
数
多
く
点
在
し
て
い
ま
す
。

町
の
良
さ
を
Ｐ
Ｒ
で
き
る
チ
ャ
ン
ス
で
は

な
い
で
し
ょ
う
か
。

高
田
桜
は
５
０
０
年
に
わ
た
り
石
川
の

歴
史
を
見
守
っ
て
い
ま
す
。

石
川
町
の

　

石
川
町
の
��
ほ
こ
り

ほ
こ
り
��
で
も
あ
る
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
お
子
さ

で
も
あ
る
桜
の
季
節
が
や
っ
て
き
ま
す
。
お
子
さ

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
の
心
を
癒
し
明
る
い
気
持
ち
に
し
て
く
れ
る

ん
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
み
ん
な
の
心
を
癒
し
明
る
い
気
持
ち
に
し
て
く
れ
る

桜
。
住
ん
で
い
る
み
ん
な
が
誇
れ
る
、
そ
し
て
自
慢
で
き
る
、
み
ん
な
が
訪

桜
。
住
ん
で
い
る
み
ん
な
が
誇
れ
る
、
そ
し
て
自
慢
で
き
る
、
み
ん
な
が
訪

れ
る
桜
並
木
を
育
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

れ
る
桜
並
木
を
育
ん
で
行
き
ま
し
ょ
う
。

桜

の

下

に

は

…

春

の

風

物

詩
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散
策
コ
ー
ス
の
案
内
、
ド
ラ
イ
ブ
コ
ー

ス
の
案
内
、
お
土
産
の
案
内
、
飲
食
の
案

内
、
宿
泊
の
案
内
、
ゴ
ミ
の
な
い
美
し
い

場
所
と
思
っ
て
も
ら
え
る
環
境
整
備
、
皆

さ
ん
一
人
ひ
と
り
が
案
内
人
に
な
り
、
訪

れ
る
人
た
ち
が
「
ま
た
来
よ
う
」「
知
人

に
紹
介
し
よ
う
」
と
思
っ
て
く
れ
る
美
し

く
あ
た
た
か
い
石
川
町
を
み
ん
な
一
緒
に

育
て
て
行
き
ま
し
ょ
う
。

　

あ
さ
ひ
公
園
と
川
沿
い
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し

た
。

　

訪
れ
た
花
見
客
に
少
し
で
も
よ
い
景
観

を
と
町
内
に
は
ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
を
行
う
団

体
が
た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
。

　

昨
年
は
、
石
川
町
海
外
研
修
事
業
「
女

性
の
翼
」
に
参
加
し
た
有
志
が
集
ま
り

「
桜
を
見
に
訪
れ
る
人
た
ち
が
気
持
ち
よ

く
過
ご
せ
る
よ
う
に
」
と
桜
の
開
花
シ
ー

ズ
ン
に
あ
わ
せ
て
、
川
沿
い
や
あ
さ
ひ
公

園
の
ご
み
拾
い
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
よ
う
な
活
動
は
個
人
、
団
体
問
わ

ず
多
数
あ
る
と
思
わ
れ
ま
す
。
今
年
は
皆

さ
ん
も
ぜ
ひ
参
加
し
て
み
て
は
い
か
が
で

す
か
。

私
た
ち
一
人
ひ
と
り
が

「

案

内

人

」

活
動
し
て
み
ま
せ
ん
か
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曲
木
川
山
地
区
に
あ
り
春
夏
秋
冬
の
年
４

曲
木
川
山
地
区
に
あ
り
春
夏
秋
冬
の
年
４

回
咲
く
と
言
わ
れ
見
物
客
も
多
い
。

回
咲
く
と
言
わ
れ
見
物
客
も
多
い
。

古殿方面に向かう谷沢地区の右古殿方面に向かう谷沢地区の右
手高台に、約４００年前地区の先手高台に、約４００年前地区の先
祖が３本植えた古木の一つ。祖が３本植えた古木の一つ。

双
里
白
坂
下
地
区
の
忠
魂
碑
の
脇
に
、

双
里
白
坂
下
地
区
の
忠
魂
碑
の
脇
に
、

源
義
家
が
奥
州
征
伐
の
際
植
え
、
そ
の

源
義
家
が
奥
州
征
伐
の
際
植
え
、
そ
の

名
跡
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
植
え
替
え

名
跡
を
後
世
に
伝
え
る
た
め
植
え
替
え

を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。

を
行
っ
た
と
さ
れ
る
。

石川土木事務所と石川小学校の石川土木事務所と石川小学校の
間に出来た新河畔公園、今出川間に出来た新河畔公園、今出川
沿いの桜を堪能できる。沿いの桜を堪能できる。

曲
木
の
光
国
寺
の
境
内
に
あ
る
古
木
、
木

曲
木
の
光
国
寺
の
境
内
に
あ
る
古
木
、
木

に
空
洞
が
あ
り
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
が
住
ん

に
空
洞
が
あ
り
ア
オ
ダ
イ
シ
ョ
ウ
が
住
ん

で
い
た
言
い
伝
え
が
あ
る
。

で
い
た
言
い
伝
え
が
あ
る
。

4 2005.03.012005.03.01

①①

②②

③③

④④⑤⑤

木木
のの
四四
季季
桜桜

曲

れれああいい河河畔畔のの桜桜ふ

坂坂
下下
のの
桜桜

白

沢沢古古内内のの桜桜谷

国国寺寺のの桜桜光
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沢井東内打地区、安養沢井東内打地区、安養
寺の墓地にある。地蔵寺の墓地にある。地蔵
堂の桜として知られ、堂の桜として知られ、
農家では種まきの目安農家では種まきの目安
としている。としている。

今
出
川
と
並
ぶ
河
川
敷
の
桜
並
木
。
桜
が

今
出
川
と
並
ぶ
河
川
敷
の
桜
並
木
。
桜
が

川
に
向
か
い
突
き
出
す
姿
は
あ
っ
か
ん
。

川
に
向
か
い
突
き
出
す
姿
は
あ
っ
か
ん
。

四季の彩を感じさせる親水公園、とくに四季の彩を感じさせる親水公園、とくに
桜の時期は多くの家族連れなどが訪れる。桜の時期は多くの家族連れなどが訪れる。

南
山
形
羽
入
田
地
区
、
南
山
形
小
学
校
付

南
山
形
羽
入
田
地
区
、
南
山
形
小
学
校
付

近
の
高
台
に
あ
る
。
枝
の
垂
れ
様
は
、
滝

近
の
高
台
に
あ
る
。
枝
の
垂
れ
様
は
、
滝

や
傘
の
よ
う
で
見
事
で
あ
る
。

や
傘
の
よ
う
で
見
事
で
あ
る
。

県
指
定
の
天
然
記
念
物
。
北
須
川
沿

県
指
定
の
天
然
記
念
物
。
北
須
川
沿

岸
、
高
田
地
区
の
高
台
に
あ
る
樹
齢

岸
、
高
田
地
区
の
高
台
に
あ
る
樹
齢

５
０
０
年
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
。

５
０
０
年
の
エ
ド
ヒ
ガ
ン
ザ
ク
ラ
。

52005.03.012005.03.01

⑥⑥⑩⑩

⑨⑨

⑧⑧

⑦⑦

田田
桜桜

高

養養寺寺のの桜桜安

山山
形形
羽羽
入入
田田
のの
桜桜

南

ささひひ公公園園のの桜桜あ

須須
川川
のの
桜桜

北
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特　　集 FEATURE ARTICLES

　

本
町
の
財
政
状
況
は
、
バ
ブ
ル
崩
壊
後

の
景
気
低
迷
に
よ
る
町
税
の
減
、
国
に
よ

る
地
方
交
付
税
の
削
減
な
ど
に
よ
り
歳
入

に
お
け
る
一
般
財
源
が
大
き
く
減
少
し
て

い
ま
す
。
一
方
歳
出
面
で
は
公
債
費
や
負

担
金
等
の
経
常
的
経
費
が
増
大
し
て
お
り
、

非
常
に
厳
し
い
状
況
に
あ
り
ま
す
。

　

本
町
で
は
、
現
行
の
行
政
サ
ー
ビ
ス
を

維
持
し
た
場
合
の
平
成　

年
度
を
初
年
度

１６

と
す
る
今
後
５
年
間
の
財
政
収
支
を
見
込

ん
だ
「
中
期
財
政
見
通
し
」
を
試
算
し
ま

し
た
。

　

平
成　

年
度
以
降
の
歳
入
の
見
込
み
に

１６

つ
い
て
は
、
現
下
の
経
済
財
政
状
況
か
ら

町
税
、
地
方
交
付
税
が
引
き
続
き
減
少
し

て
い
く
も
の
と
見
込
ま
れ
ま
す
。

　

本
町
の
財
政
構
造
は
､
実
質
的
な
経
常

収
支
比
率
が
１
０
０
％
を
超
え
る
状
況
に

あ
り
､
財
政
の
硬
直
化
が
一
段
と
進
ん
で

い
ま
す
。
平
成　

年
度
以
降
も
義
務
的
経

１６

費
の
支
出
が
依
然
と
し
て
高
く
、
そ
れ
に

加
え
て
一
部
事
務
組
合
へ
の
負
担
金
な
ど

の
補
助
費
等
、
特
別
会
計
へ
の
繰
出
金
が
、

今
後
も
増
大
し
て
い
く
こ
と
か
ら
財
政
の

さ
ら
な
る
悪
化
が
予
測
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
よ
う
に
現
行
の
行
政
水
準
を
維
持

継
続
し
た
場
合
､
平
成　

年
度
以
降
は
毎

１７

年
多
額
の
財
源
不
足
が
生
じ
る
こ
と
に
な

り
ま
す
。

　

本
町
は
こ
れ
ま
で
も
、
行
政
改
革
大
綱
を
策
定
し
、
職
員
の
定
員
管
理
適
正
化
や

事
務
事
業
の
見
直
し
な
ど
に
よ
る
内
部
管
理
経
費
の
削
減
、
民
間
委
託
に
よ
る
行
政

の
効
率
化
な
ど
行
財
政
基
盤
の
確
立
に
向
け
て
取
り
組
ん
で
き
ま
し
た
が
、
予
想
を

上
回
る
国
内
経
済
の
悪
化
や
、
福
祉
、
環
境
対
策
経
費
の
増
加
に
伴
い
、
厳
し
い
行

財
政
運
営
を
強
い
ら
れ
て
い
ま
す
。

　

さ
ら
に
、
国
の
構
造
改
革
の
柱
で
あ
る
「
三
位
一
体
改
革
」
の
影
響
か
ら
平
成　
１２

年
度
以
降
地
方
交
付
税
、
町
税
が
大
き
く
減
少
す
る
中
で
、
現
行
の
行
政
サ
ー
ビ
ス

を
維
持
で
き
る
の
か
危
惧
さ
れ
て
お
り
ま
す
。

　

今
回
、
収
支
均
衡
型
の
財
政
構
造
の
転
換
を
実
現
す
る
た
め
、「
石
川
町
行
財
政
改

革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」
を
策
定
し
ま
し
た
の
で
、
そ
の
概
要
に
つ
い
て
お
知
ら
せ
し
ま
す
。

本
町
の
財
政
状
況

町税及び地方交付税決算額の推移町税及び地方交付税決算額の推移

▲１５年度決算は、ピーク時より約９億円減少しています。

中
期
財
政
見
通
し

歳
入
の
見
通
し

歳
出
の
見
込
み

収
支
均
衡
型
の

収
支
均
衡
型
の 

　
財
政
運
営
を
目
指
し
て

　
財
政
運
営
を
目
指
し
て 

行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム

収
支
均
衡
型
の

収
支
均
衡
型
の 

　
財
政
運
営
を
目
指
し
て

　
財
政
運
営
を
目
指
し
て 
収
支
均
衡
型
の 

　
財
政
運
営
を
目
指
し
て 

（単位：百万円）

今後の収支見込額今後の収支見込額

（単位：百万円）
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　現行の行政水準（国民健康保険､介護保険､福祉等）を確保する必要があ
ることから一時的に赤字決算を余儀なくされますが､平成２０年度に基金繰
り入れ後の単年度収支は黒字になります。

行財政の構造改革と基金の繰入によって平成２０年度の単年度収支の黒字を
目指します。

（単位：百万円）

構造改革の具体的取組み

　

収
支
均
衡
型
の
行
財
政
運
営
を
図
る
過
程
に
お
い
て
は
、
新
規
事

業
の
凍
結
、
事
務
事
業
の
縮
小
、
受
益
者
負
担
の
適
正
化
等
少
な
か

ら
ず
痛
み
が
伴
う
こ
と
が
想
定
さ
れ
ま
す
。

　

こ
の
た
め
、
情
報
公
開
を
含
め
行
政
の
持
つ
情
報
や
考
え
方
を
積

極
的
に
町
民
の
皆
さ
ん
に
説
明
し
、
明
る
い
未
来
を
き
り
開
く
た
め

に
、
町
民
と
の
協
働
の
中
か
ら
お
互
い
の
役
割
分
担
を
明
ら
か
に
し
、

「
最
小
の
経
費
で
最
大
の
効
果
を
上
げ
る
」
効
率
的
な
行
財
政
運
営

を
目
指
し
ま
す
の
で
、
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
理
解
を
お
願
い
し
ま
す
。

※
石
川
町
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
に
「
石
川
町
行
財
政
改
革
プ
ロ
グ
ラ
ム
」

を
掲
載
し
て
お
り
ま
す
。

　

ア
ド
レ
ス

http://w
w
w
.tow
n.ishikaw

a.hukushim
a.jp/

　

お
問
い
合
わ
せ
先　

行
財
政
改
革
推
進
室　
（
�　

│
９
１
１
４
）

２６

�
協
働
�
の
ま
ち
づ
く
り

構造改革前・後の単年度収支構造改革前・後の単年度収支（収入－支出）（収入－支出）

　本町では、このような厳しい状況を回避し収支均衡型の財政構造への転換を実現するため、平成１６
年度から平成２０年度までを「重点改革期間」と位置付け､不退転の決意をもって行財政改革に取り組
みます。（金額は平成２０年までの目標額です。）

歳
出
削
減
に
向
け
た
取
り
組
み 

歳
入
確
保
に
向
け
た
取
り
組
み 

①職員数の削減と人件費総額の抑制 ６億１千８百万円 

②非常勤特別職の見直し　　　　　 　　２千３百万円 
今後１０年間で職員定員を５０名削減、特別職及び一般職員給与の一部を引き続き削減 

非常勤特別職の報酬見直し。審議会、委員会、附属機関等の見直し。定数の削減。 

③施設管理経費の削減　　　　　　 ２億３千４百万円 
保育所等幼児保育施設の統合、体育施設の一部を整理統合。 

④事務事業の抜本的な見直し　　　 　　　　６千万円 
事業効果を「行政評価システム」により検証し、効率的に財源を配分。 

⑤補助費等の抑制　　　　　　　　 　　８千７百万円 
単独補助金、一部事務組合等、負担金の見直し。 

⑥投資的経費の抑制　　　　　　　 　　１千５百万円 
真の町民利益となる公共投資のあり方を追求し、重点化、効率化。 

①町税収入の確保　　　　 ４千９百万円 

②町有財産の有効活用　　 ５千８百万円 

③受益者負担の適正化　 ２千５百万円 

税の公平性の確保や厳正な滞納整理の促進。 

未利用の所有財産、不動産の売却や貸付、有価証券の売却。 

使用料及び手数料額の見直し、減免規程の適正化、滞納整理を強化し、自主財源を確保。 
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老
人
保
健
で
医
療
を
受
け
て
い
る

高
齢
者
が
増
加
し
て
い
る
こ
と
で
、

老
人
医
療
費
は
年
々
増
え
て
い
ま
す
。

　

高
齢
に
な
る
と
生
活
習
慣
病
な
ど

の
慢
性
的
な
病
気
や
、
骨
粗
し
ょ
う

症
な
ど
に
よ
る
骨
折
と
い
っ
た
心
身

の
機
能
の
低
下
な
ど
に
よ
る
病
気
や

け
が
が
増
え
、
そ
れ
に
と
も
な
っ
て

高
齢
者
の
医
療
費
は
増
え
る
傾
向
に

あ
り
ま
す
。

　

石
川
町
に
お
け
る
平
成　

年
度
の

１５

老
人
医
療
費
は
、
約　

億
５
千
万
円

２１

で
前
年
度
か
ら
ほ
ぼ
横
這
い
で
す
。

し
か
し
、
対
象
年
齢
の
引
き
上
げ
に

よ
り
受
給
者
数
が
減
少
し
て
い
る
た

め
、
一
人
当
り
の
医
療
費
は
増
加
し

て
い
ま
す
。

　

老
人
医
療
費
の
う
ち
自
己
負
担
分
を
除
い
た
約
６
割
は
「
老
人
保
健
拠
出

金
」
で
、
約
４
割
は
国
や
県
、
町
が
負
担
す
る
「
公
費
」
で
そ
れ
ぞ
れ
ま
か

な
っ
て
い
ま
す
。

「
老
人
保
健
拠
出
金
」
は
、
医
療
保
険
の
保
険
者
と
加
入
し
て
い
る
被
保
険

者
が
負
担
し
て
い
ま
す
。
ま
た
、「
公
費
」
は
み
な
さ
ん
が
納
め
た
税
金
な
ど

が
充
て
ら
れ
ま
す
。

特　　集 FEATURE ARTICLES

老
人
医
療
費
は
み
ん
な
で
支
え
て
い
ま
す

老
人
医
療
を
考
え
る

老
人
医
療
費
（
億
円
） 

老
人
医
療
受
給
者
数
（
人
） 

老人医療費と受給者数の推移 

○ 老人保健制度とは？ ○ 
　高齢者が医療を受けたときの負担を軽くして、安心して
医療を受けられるようにするための制度です。 
　75歳（一定の障害のある人は65歳）以上の人と、昭和７
年９月30日以前に生まれた人がお医者さんなどにかか
るときは、老人保健で医療を受けます。医療費の自己負
担割合は１割（一定以上所得者は２割）です。これは、国
民健康保険や社会保険などの医療保険の加入者や被扶養者
すべてに適用されます。 
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老
人
医
療
費
が
増
え
る
主
な
原
因
の
ひ

と
つ
が
生
活
習
慣
病
の
増
加
で
す
。
高
齢

に
な
る
と
「
高
血
圧
症
」「
高
脂
血
症
」

「
心
臓
病
」「
糖
尿
病
」
と
い
っ
た
生
活

習
慣
病
を
か
か
え
る
人
が
増
え
て
き
ま
す
。

生
活
習
慣
病
は
完
治
が
難
し
く
、
通
院
や

入
院
な
ど
の
療
養
期
間
も
長
く
な
り
が
ち

で
す
。
ま
た
、
他
の
病
気
も
併
発
し
や
す

く
、
受
診
す
る
回
数
も
増
え
る
た
め
、
医

療
費
は
増
加
し
て
し
ま
う
の
で
す
。

正
し
い
生
活
習
慣
を
身
に
付
け
て
生
活
習

慣
病
な
ど
を
予
防
し
ま
し
ょ
う
。
健
康
的

に
い
き
い
き
と
生
活
す
る
こ
と
で
医
療
費

は
節
約
さ
れ
る
の
で
す
。

　

高
齢
者
の
医
療
費
の
自
己
負
担
額
は

１
割
で
も
、
残
り
は
老
人
保
健
が
負
担

し
て
い
ま
す
。
医
療
費
節
約
は
み
な
さ

ん
の
自
己
負
担
を
減
ら
す
だ
け
で
は
な

く
、
医
療
保
険
制
度
の
健
全
な
運
営
の

た
め
に
も
必
要
で
す
。

医
療
費
節
約
は

自
分
の
た
め
、そ
し
て

医
療
保
険
制
度
の
た
め

健
康
こ
そ
が

最
大
の

医
療
費
節
約
！

一 人 ひ と り が 医 療 を 考 え ま し ょ う

自分の医療のかかり方をチェックしてみましょう！ 

　医療費は、上手な受診を心がけることで有効に使うことができます。しかし、医療のか
かり方によっては、医療費をムダに使っていることもあります。自分の医療のかかり方を
下のチェック表で確認し、見直してみましょう。 

□必要以上にお医者さ
んにかかっていませんか？ 
⇒不必要な受診はムダ
な医療費を増加させま
す。 

□一つの病気でお医者
さんをあちこち変えて
いませんか？ 
⇒受診した医療機関が
多くなれば、それだけ医
療費は増えていきます。 

□時間外や休日でもか
まわず受診していませ
んか？ 
⇒時間外や休日の受診
は加算料金がつき、医療
費は増えます。 

□定期検診をおこたっ
ていませんか？ 
⇒病気の早期発見、早
期治療は重症化を防ぎ、
医療費の節約になります。 

□ちょっとしたことですぐに
大病院へ行っていませんか？ 
⇒体調が悪くなったら、
まず近所の「かかりつけ
医」へ 



・・・ 
身近に行われている 

楽しいイベントや 

明るい話題などを 

役場総務課まで 

お寄せください。 
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１
月　

日
、
石
都
々
古
和
気
神
社
社
務
所
で

１２

平
成　

年
交
通
安
全
祈
願
祭
が
行
わ
れ
ま
し

１７

た
。

　

こ
の
祈
願
祭
は
、
石
川
地
区
交
通
安
全
協

会
、
石
川
地
区
安
全
運
転
管
理
者
協
会
、
安

全
運
転
管
理
石
川
事
業
主
会
の
主
催
に
よ
り
、

石
川
警
察
署
、
町
村
会
等
と
合
同
で
毎
年
行

っ
て
い
る
も
の
で
す
。

　

こ
の
日
は
、
安
全
運
転
管
理
者
協
会
西

牧
玉
喜
会
長
、
事
業
主
会
水
谷
磯
雄
会
長

ら
が
玉
串
を
捧
げ
一
年
の
交
通
安
全
を
祈

願
し
ま
し
た
。

一
年
の
交
通
安
全
を
願
っ
て

　

１
月　

日
、
石
川
町
教
育
委
員
会
で
は
、

２６

文
化
財
防
災
デ
ー
に
あ
わ
せ
て
町
内
の
指

定
文
化
財
の
査
察
を
行
い
ま
し
た
。

　

警
察
署
員
２
名
、
消
防
署
員
２
名
、
消

防
団
員
２
名
、
町
文
化
財
保
護
指
導
員
４

名
、
教
育
委
員
会
担
当
職
員
２
名
が
防
火
体

制
の
現
状
な
ど
を
チ
ェ
ッ
ク
し
ま
し
た
。

　

今
回
の
査
察
箇
所
は
次
の
と
お
り
で
す
。

　

▼
谷
地
千
手
観
音
立
像
▼
北
山
形
の
福
満

虚
空
蔵
堂
▼
華
蔵
寺
の
銅
鐘
▼
乗
蓮
寺
の
銅

鐘
▼
薬
王
寺
の
薬
師
堂
及
び
仏
像
▼
石
都
々

古
和
気
神
社
の
鰐
口
及
び
文
書

文
化
財
防
火
デ
ー
町
内

の
指
定
文
化
財
を
査
察

１
月　

日
、
役
場
町
長
室
で
、
福
島
空
港
・

１７

あ
ぶ
く
ま
南
道
路
（
あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
）

設
計
協
議
に
関
す
る
確
認
書
の
調
印
式
が
行

わ
れ
ま
し
た
。

　

こ
の
道
路
は
、
ト
ラ
イ
ア
ン
グ
ル
ハ
イ
ウ

ェ
イ
空
港
Ｉ
Ｃ
か
ら
平
田
Ｉ
Ｃ
間
を
結
ぶ

　

・
７
㎞
で
平
成　

年
の
完
成
を
目
指
し
て

１３

２２

い
ま
す
。

　

こ
の
日
は
母
畑
地
権
者
会
大
川
内
文
夫

会
長
等
が
コ
ー
ス
と
付
近
の
Ｉ
Ｃ
の
設
計

協
議
に
関
す
る
確
認
と
今
後
ス
ム
ー
ズ
な

用
地
買
収
や
測
量
作
業
へ
の
お
互
い
の
協

力
を
確
認
し
、
確
認
書
と
設
計
図
書
に

調
印
を
行
い
ま
し
た
。

あ
ぶ
く
ま
高
原
道
路
設
計
協

議
に
関
す
る
確
認
書
を
調
印
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２
月
３
日
、
町
内
保
育
所
な
ど
で
節
分
の

豆
ま
き
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

初
老
を
迎
え
ら
れ
た
皆
さ
ん
が
か
み
し
も

姿
で
各
保
育
所
、
幼
稚
園
を
訪
問
し
子
供
達

と
一
緒
に
大
き
な
声
で
「
鬼
は
外
！
福
は

内
！
」
と
豆
を
ま
き
「
い
じ
わ
る
お
に
」
や

「
な
き
む
し
お
に
」
を
元
気
に
退
治
し
ま
し

た
。

　

こ
の
日
は
、
み
ん
な
で
豆
ま
き
の
唄
を

歌
っ
た
り
、
突
然
の
お
に
の
登
場
に
驚
い

た
り
、
元
気
に
楽
し
い
時
間
を
過
ご
し
て

い
ま
し
た
。

元
気
に
鬼
は
外
！
福
は
内
！

　

１
月　

日
、
石
川
町
共
同
福
祉
施
設
で
、

２８

石
川
町
体
育
協
会
（
岡
崎
重
春
会
長
）
の
平

成　

年
度
表
彰
式
が
開
か
れ
ま
し
た
。

１６

　

今
年
も
幅
広
い
分
野
で
ス
ポ
ー
ツ
に
活
躍
、

普
及
に
尽
力
さ
れ
た　

人
が
表
彰
さ
れ
ま
し

７０

た
。
▼
ス
ポ
ー
ツ
普
及
賞
・
前
田
三
男
さ
ん

（
ス
ポ
ー
ツ
民
踊
）
遠
藤
裕
美
さ
ん
（
ソ
フ

ト
ボ
ー
ル
）
▼
最
優
秀
選
手
賞
・
中
村
由
広

さ
ん
・
関
根
崇
人
さ
ん
・
桐
生
順
平
さ
ん
・

我
妻
敏
さ
ん
・
田
崎
裕
也
さ
ん
（
以
上
自

転
車
競
技
）
▼
最
優
秀
少
年
ス
ポ
ー
ツ

賞
・
芳
賀
大
喜
さ
ん
（
陸
上
）
▼
優
秀

賞
・　

人
▼
少
年
ス
ポ
ー
ツ
奨
励
賞
・

５３

９
人

石
川
町
体
育
協
会

　
　
　
　
　

人
を
表
彰

70

　

１
月　

日
、
町
長
室
で
第　

回
国
民
体

２７

６０

育
大
会
冬
季
大
会
ス
ケ
ー
ト
競
技
会
出
場

選
手
激
励
会
が
行
わ
れ
ま
し
た
。

　

母
畑
レ
ー
ク
サ
イ
ド
で
ス
ケ
ー
ト
を
始

め
た
５
名
の
選
手
が
山
梨
県
で
行
わ
れ
る

「
ゆ
め
ふ
じ
国
体
」
へ
出
場
し
ま
す
。
こ
の

日
は
、
西
牧
町
長
か
ら
激
励
金
が
贈
ら
れ
、

代
表
で
鈴
木
智
啓
選
手
が
「
く
い
を
残
さ
ず
、

す
べ
て
を
出
し
き
っ
て
き
ま
す
。」
と
決
意
表

明
を
行
い
ま
し
た
。
出
場
選
手
は
次
の
と
お

り
で
す
。

　

シ
ョ
ー
ト
ト
ラ
ッ
ク　

鈴
木
智
啓
選
手
、

根
本
香
世
選
手
、
瀬
谷
和
三
選
手

　

ス
ピ
ー
ド
ス
ケ
ー
ト　

円
谷
美
穂
選
手
、

遠
藤
千
種
選
手

5
選
手
が
冬
季
国
体

　

ス
ケ
ー
ト
競
技
会
へ
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職
業
▽
双
里
に
あ
る
石
川
設
備
に
勤
務
し
て

い
ま
す
。今

、
情
熱
を
傾
け
て
取
り
組
ん
で
い

る
こ
と
は
何
で
す
か

最
近
は
じ
め
た
ギ
タ
ー
で
す
。

将
来
や
っ
て
み
た
い
こ
と
や
夢
を
聞
か

せ
て
く
だ
さ
い

し
っ
か
り
し
た
一
人
前
の
大
人
に
な

る
こ
と
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
な
ん
で
す
か

石
川
全
域
で
携
帯
電
話
が
つ
な
が
る

よ
う
に
し
て
ほ
し
い
。

　

さ
く
ら
ま
つ
り
で
Ｓ
Ｔ
Ｅ
Ｒ
Ｅ
Ｏ　

Ｊ
Ｅ

Ｔ
の
ラ
イ
ブ
を
企
画
し
て
ほ
し
い
。

最
後
に
理
想
の
タ
イ
プ
は

好
き
に
な
っ
た
人
。

次
回
は
、
矢
吹
さ
ん
の
紹
介
で

　
　
　
　
　
　
　
　

相
楽　

春
海
さ
ん
で
す
。

お
子
さ
ん
は
何
人
で
す
か

子
ど
も
は
５
人
授
か
り
、
孫
が
６
人

に
な
り
ま
し
た
。

結
婚
さ
れ
て　

年
、
思
い
出
を
聞
か

５０

せ
て
く
だ
さ
い

私
た
ち
は
昭
和　

年
４
月
に
結
婚
。

２９

専
業
農
家
で
稲
作
、
葉
タ
バ
コ
の
生

産
、
畜
産
で
生
計
を
立
て
て
い
ま
し
た
。
当

事
は
、
車
な
ど
も
な
く
収
穫
し
た
葉
タ
バ
コ

を
背
負
っ
て
運
ん
だ
こ
と
を
思
い
出
し
ま
す
。

現
在
は
孫
に
囲
ま
れ
て
の
ん
び
り
幸
せ
に
過

ご
し
て
い
ま
す
。

お
二
人
の
楽
し
み
は
何
で
す
か

恵
一
さ
ん　

飼
っ
て
い
る
牛
の
世
話

で
す
。

フ
ミ
さ
ん　

野
菜
づ
く
り
と
漬
物
づ
く
り
で

す
。

石
川
町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
を
教

え
て
く
だ
さ
い

春
に
咲
き
ほ
こ
る
今
出
川
沿
い
の
桜

並
木
が
大
好
き
で
す
。

町
政
に
望
む
こ
と
は
何
で
す
か

保
育
所
の
統
合
や
学
校
の
再
編
が
あ

る
よ
う
で
す
が
、
交
通
網
等
の
整
備

を
図
り
若
者
た
ち
が
安
心
し
て
子
育

て
を
行
え
る
環
境
づ
く
り
を
望
み
ま
す
。

住所／山形字大豆平６４

小豆畑　恵一さん (７２歳 )
フミさん (７４歳 )

曲木字広久保
矢吹　仁成さん
（２４歳）
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聞 い て み ま し た 町 の 声 

北
海
道
奥
尻
町

北
海
道
奥
尻
町 

北
海
道
奥
尻
町 

「私のふるさと」は、町外から石川町に
来られた方々を紹介していきます。６
地区を巡回し、みなさんの生まれ育っ
たふるさとの思い出、石川町の印象な
どをお聞きしています。登場したい方は、
総務課広報広聴係までご連絡ください。 
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◆あなたの故郷はどんな所ですか

　北海道の南西部、日本海に浮かぶ美し
い島、人口約４千人の北海道奥尻町です。
　奥尻は優美な海、そして魚介類（うに、
あわび、イカなど）の宝庫として知られ
シーズンには道内から多くの観光客が訪
れます。また日本海の荒波によって出来
た、なべつる岩など美しい海岸線を見る
ことが出来ます。
　夏休みなどは海で泳いだり、家業の手
伝いでイカ漁やワカメ漁に海へ出たこと
を思い出します。

◆いつ、石川町に来ましたか

　昭和５７年に来ました。

◆石川町の印象は

　美しい自然がたくさんあり、気候も穏
やかで住環境に適していると思います。
また、米や果物、野菜がおいしく実家へ
送ると大変喜ばれます。

◆町政に望むことは何ですか

　若者たちの働く場所の確保です。これ
により人口の増加や流通の活発化、そし
て町の活性へつながると思います。

●
今
、
ど
ん
な
こ
と
を
し
て
い
ま
す
か

　

高
校
を
卒
業
し
て
町
内
の
会
社
に
勤
め
て　
２４

年
に
な
り
ま
す
。
不
況
の
中
、
リ
ス
ト
ラ
、
早

期
退
職
で
従
業
員
も
ピ
ー
ク
時
の
１
／
３
に
減

っ
て
し
ま
い
不
安
な
気
持
ち
で
仕
事
を
し
て
い

る
の
が
現
状
で
す
。　　

ま
た
、
中
野
子
供
育
成

会
会
長
と
し
て
先
輩
か
ら
受
け
継
い
だ
事
業
を

役
員
、
会
員
の
方
々
、
公
民
館
な
ど
の
協
力
を

得
て
、
育
成
会
行
事
も
順
調
に
進
ん
で
い
ま
す
。

お
も
な
行
事
と
し
て
は
親
子
の
集
い
、
盆
踊
り

の
夜
店
、
秋
祭
り
（
子
供
み
こ
し
）、
ど
ん
と
焼

き
な
ど
大
勢
の
方
々
に
参
加
し
て
い
た
だ
き
ま

し
た
。
残
り
少
な
い
在
職
期
間
も
が
ん
ば
っ
て

行
き
た
い
と
思
っ
て
い
ま
す
。

●
ど
ん
な
と
こ
ろ
が
好
き
で
す
か

　

町
の
一
番
好
き
な
と
こ
ろ
は
、
な
ん
と
言
っ

て
も
春
の
桜
で
す
。
役
場
前
か
ら
石
川
中
学
校

ま
で
の
桜
並
木
は
本
当
に
美
し
い
と
思
い
ま
す
。

満
開
の
桜
の
下
を
車
で
ド
ラ
イ
ブ
も
よ
し
、
ま

た
の
ん
び
り
歩
く
の
も
好
き
で
す
。

●
ど
ん
な
将
来
を
望
み
ま
す
か

　

私
に
は
、
３
人
の
子
供
が
い
ま
す
。
３
人
目

の
子
供
が
現
在
、
野
木
沢
保
育
所
に
通
っ
て
い

ま
す
が　

年
度
に
は
野
木
沢
幼
稚
園
が
な
く
な

１７

り
、
い
ず
れ
保
育
所
も
な
く
な
っ
て
し
ま
う
の

で
と
て
も
残
念
で
す
。
野
木
沢
地
区
は
子
供
が

減
っ
て
い
る
わ
け
で
も
な
く
、
働
い
て
い
る
人

た
ち
の
た
め
に
も
残
し
て
も
ら
い
た
い
と
思
い

ま
す
。

次
に
道
路
の
整
備
と
駐
車
場
の
完
備
で
す
。
い

つ
も
雪
が
降
る
と
大
渋
滞
に
な
っ
て
し
ま
い
ま

す
。
そ
し
て
町
内
は
駐
車
場
が
少
な
く
買
い
物

に
行
く
に
も
大
変
困
っ
て
し
ま
い
ま
す
。

自
分
た
ち
が
生
ま
れ
育
っ
た
町
を
住
み
よ
い
町

に
す
る
た
め
に
、
ま
た
子
供
た
ち
の

た
め
に
も
行
政
や
自
主
公
民
館

な
ど
が
力
を
合
わ
せ
活
気

あ
る
ま
ち
に
し
て
ほ
し

い
と
願
っ
て
い
ま
す
。

心
か
ら�
石
川
町
が
好
き
で
す
！
�と
言
え
る
よ
う
に

▲地域が一体となった教育が望ま
れます。

中野字町屋中野字町屋

目谷 哲己目谷　哲己さんさん

中野字八斗蒔 近内　利幸さん
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大
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編
纂
室
だ
よ
り 
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大
正
四
年
（
一
九
一
五
）
に
『
福
島
民
報
』
紙
上
で
連
載
さ
れ
た
、「
石
川

遊
歴
」
と
題
し
た
記
事
の
４
回
目
で
す
。
今
回
は
佐
藤
虎
眠
記
者
に
よ
る
山

橋
村
の
紹
介
で
す
。『
石
川
町
史
』
第
６
巻
「
旧
町
村
史
」
に
も
山
橋
村
の
章

が
あ
り
ま
す
。
併
せ
て
ご
覧
く
だ
さ
い
。

　
「
村
内
至
る
所
丘
陵
起
伏
し
、
平
野

少
な
く 
肥
瘠 

ひ
せ
き

（
肥
え
て
い

る
所
と 
痩 
せ

や

て
い
る
所
）

相
半
ば
し
」

か
ら
本
村
の

紹
介
が
始
ま

っ
て
い
ま
す
。

佐
藤
記
者
は

続
け
て
、
本

村
は
農
業
を

主
と
し
特
に

秋
蚕
、
葉
煙

草
、
馬
の
飼

　

新
聞
記
者
が
見
た

　

大
正
時
代
の
石
川
郡
と
石
川
町　
４

山
橋
村
の
状
況

育
が
年
々
発
展
し
て
い
る
、
と
し
て
い

ま
す
。
こ
れ
ら
の
中
で
も
将
来
有
望
な

も
の
は
秋
蚕
で
あ
る
が
、
だ
か
ら
と
い

っ
て
法
外
な
桑
園
の
拡
張
は
慎
む
べ
き

で
あ
る
、
と
述
べ
て
い
ま
す
。

　

当
時
の
日
本
は
、
大
正
３
年
か
ら
始

ま
っ
た
第
一
次
世
界
大
戦
の
需
要
と
ア

メ
リ
カ
の
好
況
で
、
養
蚕
、
製
糸
業
は

活
況
を
呈
し
て
い
ま
し
た
。
し
か
し
佐

藤
記
者
が
心
配
し
た
通
り
、
大
正
９
年

の
戦
後
不
況
、
１
２
年
の
関
東
大
震
災

に
よ
る
恐
慌
か
ら
昭
和
恐
慌
に
至
る
慢

性
的
な
不
況
が
待
ち
受
け
て
い
ま
し
た
。

佐
藤
記
者
は
児
童
の
就
学
率
は
高
く
無

学
者
が
な
い
、
教
育
程
度
は
は
な
は
だ

優
秀
で
あ
る
、
と
述
べ
て
お
り
ま
す
。

そ
し
て
、
村
民
の
風
俗
は
醇
朴
で
華
美

や
軽
は
ず
み
な
所
が
な
い
。
そ
の
原
因

は
交
通
不
便
な
た
め
と
、
村
民
が
「
各

そ
の
分
に
安
じ
敢
え
て 
奢
侈 
（
ぜ
い
た

し
ゃ
し

く
） 
淫
佚 
（
な
ま
け
）
を
願
わ
ざ
る
」

い
ん
い
つ

た
め
で
あ
る
、
と
記
し
て
い
ま
す
が
、

は
た
し
て
実
際
に
は
い
か
が
な
も
の
だ

っ
た
の
で
し
ょ
う
か
。

こ
の
よ
う
な
民
風
の
た
め
か
、
村
の
指

導
者
酒
井
縫
次
郎
、
鈴
木
末
之
助
、
板

橋
徳
之
助
、
橋
本
倉
吉
、
酒
井
清
三
郎
、

高
原
榮
次
、
渡
邊
一
雄
ら
は
一
致
協
同

し
て
村
民
の
指
導
に
当
た
り
、
政
争
も

見
ら
れ
ず
村
政
に
心
配
す
る
こ
と
が
な

い
、
と
報
じ
て
い
ま
す
。

 
醇
朴 
な
民
風

じ
ゅ
ん
ぼ
く

�
�
�
�
�
�
�
�
	


�

　

野
木
沢
地
区
公
民
館
の
「
の
ぎ
さ

わ
少
年
体
験
塾
」
で
は
、
１
月　

日
２２

（
土
）
地
区
公
民
館
に
お
い
て
「
新

春
小
学
生
囲
碁
大
会
」
を
開
催
し
、

小
学
１
年
か
ら
６
年
生
ま
で
の　

名
１３

が
囲
碁
を
楽
し
み
ま
し
た
。

参
加
し
た
子
ど
も
達
は
昨
年
４
月
か

ら
地
区
公
民
館
で
開
催
さ
れ
て
い
る

囲
碁
教
室
で
、
講
師
の
指
導
を
受
け

な
が
ら
囲
碁
に
つ
い
て
学
び
、
囲
碁

の
魅
力
や
お
も
し
ろ
さ
を
感
じ
な
が

ら
こ
れ
ま
で
練
習
を
積
み
重
ね
力

を
つ
け
て
き
ま
し
た
。

　

大
会
で
は
こ
れ
ま

で
の
練
習
に
基
づ
い

て
各
人
の
ハ
ン
デ
が

決
め
ら
れ
、
学
年
に

よ
る
力
の
差
が
な
い

よ
う
に
組
み
合
わ
せ

が
つ
く
ら
れ
た
た
め
、

参
加
し
た
子
ど
も
達

は
名
人
の
よ
う
な
真

剣
な
面
持
ち
で
碁
盤

に
向
き
合
い
、
熱
の

こ
も
っ
た
対
局
が
繰

り
広
げ
ら
れ
ま
し
た
。

▲昭和１１年発刊『北山形読本』（渡辺実氏蔵）のさし
絵「北山形小学校」

�
負
け
な
い
ぞ

白熱した対局のようす
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暮らしの豆知識 
みんなで 
エコライフ 

家
庭
・
オ
フ
ィ
ス
で
で
き
る
 

省
エ
ネ
の
は
な
し
 

◆
事
故
の
直
後

　

ま
ず
、
事
故
の
相
手
方
の
住
所
、
氏
名
を
確

認
す
る
ほ
か
、
保
険
の
加
入
の
有
無
を
聞
い
て

車
の
登
録
番
号
を
控
え
て
く
だ
さ
い
。

　

目
撃
者
が
い
た
と
き
は
、
話
を
聞
い
て
メ
モ

し
て
お
き
ま
す
。
ま
た
、
住
所
と
名
前
も
聞
き
、

後
で
証
言
を
し
て
も
ら
え
る
よ
う
に
頼
ん
で
お

く
と
よ
い
で
し
ょ
う
。

　

警
察
に
は
必
ず
事
故
届
け
を
出
し
て
、
現
場

検
証
を
し
て
も
ら
い
ま
す
。

　

保
険
金
の
請
求
に
は
自
動
車
運
転
セ
ン
タ
ー

が
発
行
す
る
交
通
事
故
証
明
が
必
要
で
す
。
こ

の
申
込
書
は
警
察
や
交
番
に
あ
り
ま
す
。
自
賠

責
保
険
（
強
制
保
険
）
へ
は
、
被
害
者
か
ら
直

接
請
求
す
る
こ
と
も
で
き
ま
す
。

　

自
動
車
は
必
ず
自
賠
責
保
険
に
加
入
し
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
の
が
原
則
で
す
が
、
相
手
方
が

保
険
に
入
っ
て
い
な
か
っ
た
り
、
ひ
き
逃
げ
の

と
き
に
は
政
府
保
障
事
業
が
あ
り
ま
す
。
請
求

窓
口
は
損
保
会
社
な
ど
で
す
。

　

な
お
、
自
分
の
過
失
が
大
き
い
場
合
は
病
院

で
健
康
保
険
を
使
っ
た
ほ
う
が
有
利
と
な
り
ま

す
。

◆
示
談
交
渉
を
す
る
と
き

　

交
通
事
故
に
よ
る
損
害
賠
償
の
請
求
は
、
治

療
費
、
休
業
補
償
、
慰
謝
料
、
修
理
費
、
後
遺

症
逸
失
利
益
等
を
請
求
で
き
ま
す
。
事
故
の
状

態
に
よ
っ
て
は
、
過
失
相
殺
に
よ
り
賠
償
額
が

減
額
さ
れ
る
こ
と
が
あ
り
ま
す
。

　

保
険
会
社
の
提
示
が
正
当
な
の
か
ど
う
か
分

か
ら
な
い
と
き
は
、（
財
）
日
弁
連
交
通
事
故

相
談
セ
ン
タ
ー
や
（
財
）
交
通
事
故
紛
争
処
理

セ
ン
タ
ー
で
相
談
と
示
談
の
あ
っ
せ
ん
を
無
料

で
行
っ
て
い
る
の
で
、
相
談
す
る
と
よ
い
で
し

ょ
う
。

　

相　
　

談

　

日
弁
連
交
通
事
故
相
談
セ
ン
タ
ー

�
（　

）
３
５
８
１
│
４
７
２
４

０３

　

交
通
事
故
紛
争
処
理
セ
ン
タ
ー　

�
（　

）
３
３
４
６
│
１
７
５
６

０３

　「ハッピースマイル」では、１歳
から３歳までのお子さんの写真を
募集しています。 
　応募方法は、お子さんの写真、名前、
誕生日、電話番号を明記して、封書
で役場総務課広報広聴係までお便
りください。後日担当が撮影にお伺
いします。応募多数の場合は、掲載
できない場合もありますのでご了
承願います。 

ハッピー
　スマイル

�
�
�
�
�
�
�
�
	



66

照
明
は

照
明
は

こ
ま
め
に
消
灯
を
！

　

こ
ま
め
に
消
灯
を
！

必
要
の
な
い
と
き
に
も
照
明
を
つ
け
っ
放
し
に

し
て
い
ま
せ
ん
か
？
照
明
を
こ
ま
め
に
消
灯
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

田
口　
 
紘 
裕
   

ち
ゃ
ん

こ
う 
す
け

中
井 
香  
奈 
恵
   

ち
ゃ
ん

か 

な 

え

立ヶ岡
平成１５年７月４日生まれ
優一さん・かつみさんの長男

「明るく元気に育ってください！」

屋敷ノ入
平成１５年６月２６日生まれ
一美さん・美奈子さんの次女

「我が家のアイドルです！健康で、明る
くやさしい子になってね。」
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医療費を大切に  

�����������	
���������	
������������	
�������������	
����

思春期の子どもと向き合うために
　エイズや性感染症の現状について県
の現状を聞き、その数字にびっくり…。
どちらも年々増えているのですが、性
感染症は全国的に見ても福島県は高い
ほうで、若年化しています。
　中学生や小学生などが見ているマン
ガは、昔に比べたら、性描写の多いも
のが多く、早い年代から、さもそれが
あたりまえのような情報が流れていま
す。情報が身近にあるのをみなさんは
ご存知でしょうか。子どもの発達に合
わせて、正しい判断ができるよう学校
でも家庭でも教えていかなければなら
ないのです。夏休み明けからその数字
は増え、相談件数も増えています。
　生きていくという「生」や自分を大

切にするという「性」については、お
手本やわかりやすい説明が必要で、ひ
とり寂しく悩んでいる子どもをつくら
ないためにも、どう子供たちに伝えて
いくか、いろんな機会があればと思い
ます。
　それと同時に家庭の中で、小さなう
ちから約束やルールを守る「ダメなの
もはダメ」ということが子どもに伝わ
るような関係づくりを教えていくこと
も大切です。悩める年頃なら、わかっ
た振りをして突き放したり、子どもの
話を頭から聞かないというのではなく、
親として自立していく子どもに何を伝
えていくか、真剣に子どもと向き合う
ことが、子どもに対してよいメッセー
ジになるのではないでしょうか。

��������	
��
　バランスの取れた食事への工夫、アイデアをいかした献立作
りなど、健康づくりの基本となる「良い食生活」を普段から実
践しているのが、食生活改善推進員（食改さん）です。
実践を通して、身近かなお隣さんやお友達を始め地域に向けて
食の大切さや、健康的な食生活のヒントなどを普及しているボ
ランティアです。
　現在、地域の方に健康的な「食生活」を普及する「食改さん」
を募集しています。
　料理教室でアイデアメニューを教わり伝達したり、健康にま
つわる研修会に参加したり、いろんな事が学べて楽しめます。

伝達料理講習会 
■各地区でアイデア料理
を調理・伝達しています 

食生活人形劇 
■保育所などの子ども
や保護者に向けて「食」
の大切さを伝えます 

各研修会参加 
■石川郡や県全体の食改さ
んが集まり、交流をしながら
研修に参加します 

町事業への協力 
■乳幼児健診や教室で
おすすめメニューを提
供しています 

おもな活動 おもな活動 

その他にも 
たくさんの活動を 
しています 

問い合わせ　石川町保健センター　TEL２６‐８４１６ 

玄米ダンベル体操研修 
■食べたら運動をして健康
な体作りを心がけています 

�����������	
������
���������	
�������
��������	
���������
������
��������	
���������
��������	
������

�１日３食、栄養バランスを考えた食事を取る
�適度な運動を習慣づける
�休養をとり、体と心の疲れを解消する
�生活のリズムを整える
�節煙、節飲を心がける
�家族や社会とのかかわりを大切にする
�目標や生きがいを持った生活をする
�定期的に検診を受ける
�なんでも相談できる、かかりつけ医をもつ

����������	��������	
●生活習慣病など、治療が長期にわたる病気が増えた
●医療技術の進歩により、治療にかかる費用が増えた
●高齢化が進み、医療機関受診者が増えた
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カップル誕生
　 新　 郎　 新　 婦 （ 出 身 地 ）　

布田　弘一（白河市）・渡邉　弘子（母　畑）
添田　善知（北山形）・鈴木　�（須賀川市）
伊藤　　渡（双　里）・平田早千江（双　里）
川井　克美（棚倉町）・佐川由紀子（赤　羽）
溝井　俊治（北　町）・佐藤　律子（郡山市）
我妻　光明（谷　沢）・湯田恵津子（中島村）

こんにちは
赤ちゃん

お くやみ

3月 ●March

保健センター

保健センター

老人福祉センター

中島病院

ひらた中央病院

石川町役場

保健センター

保健センター

老人福祉センター

中島病院

所得税確定申告期限

すくすく教室（９：３０～）

離乳食教室（９：１５～）

心配ごと相談（１０：００～）

春分の日

在宅当番医

在宅当番医

交通事故相談（１０：００～）

小学校卒業式

１歳児健診（９：３０～）

３歳児健診（１３：３０～）

心配ごと相談（１０：００～）

在宅当番医

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

�

１５

１６

１７

１８

１９

２０

２１

２２

２３

２４

２５

２６

２７

（平成１６年１２月１日～１２月３１日まで届出分　敬称略）

�����

住 所保 護 者氏 名

富岡　 龍  大  郎  （　信　・和　美） 下　泉
りゅう た ろう

芳賀　　 南  （喜　勝・聡　子） 曲　木
みなみ

岡田　 匠  ノ  介  （正　義・美　紀） 中　野
しょう の すけ

鈴木　 絢  也  （茂　則・由美子） 板　橋
けん や

橋本　 弥  恵  （博　史・友　美） 高　田
や え

鈴木　 美  紀  （康　正・和　江） 山　形
み のり

吉田　 瑛  美  （英　弘・智　子） 新　町
えい み

住 所　 氏　 名　

　　　遠藤　幸治 王子平
　　　関根　正美 北　町
　　　大森　　榮 沢　井
　　　村上　キヨ 南　町
　　　渡邊ナミヱ 白　石
　　　三森　大陸 双　里
　　　三森　　淳 形　見
　　　玉木小太郎 沢　井
　　　川島長次郎 中　野
　　　塩田　照義 古　舘
　　　渡邉　一彦 母　畑
　　　小林　和惠 古　舘
　　　永沼　ソヨ 湯郷渡
　　　鈴木　サク 山　形
　　　瀬谷　良三 中　田
　　　生田目トヨ子 新　町
　　　和知　都子 山　形
　　　� 　チヨ 王子平
　　　遠藤　貞夫 双　里
　　　小野　豊子 沢　井

町県民税の
申告相談会は
３月１５日�までに。

4月 ●April
クリスタルパーク石川

鹿岡産婦人科医院

保健センター

保健センター
あさひ公園集合
老人福祉センター

中島病院

保健センター
保健センター
保健センター
老人福祉センター

第１０回東日本高校強化
ハンドボール大会（～３日）

在宅当番医

ポリオ生ワクチン投与（１２：３０～）
小中学校入学式
春の全国交通安全運動
１歳６ヶ月児健診（１３：３０～）
早朝ウォーキング（６：３０～）
心配ごと相談（１０：００～）
花まつり

在宅当番医

ひまわり教室（９：３０～）
２歳児教室（９：３０～）
３～４ヶ月児健診（１３：３０～）
心配ごと相談（１０：００～）

�

�
�
�
�
�

�

�
�
�
�
�
�

�
�

１

２
３
４
５
６

７

８
９
１０
１１
１２
１３

１４
１５



表紙の写真 

ふるさとの花だより 

小さな美術館 ●第216回  
　沢田小学校 

施設の紹介  
「考える子ども」「明るい子ども」「つよい子ども」を教育目標に、１３０人の児童が楽しく過ごしてい
ます。朝から元気に外で遊び、一生けんめい学習に取り組む、元気いっぱい笑顔いっぱいの子どもた
ちです。 

編集後記 
　月に一度「私のふるさと」の取
材に伺います。一時間ほど話を伺
うだけで、皆さん心から“ふるさと”
を愛しているんだと実感させら
れます。私もまだ見ぬ情景を思い
浮かべ、いつかはその土地へ行っ
てみたい気持ちになります。 
　３月は旅立ちの季節です。「故
郷は遠くにありて思うもの」石川
町から旅立っていく皆さんは、こ
の町をどう思い出すのかな？なつ
かしい愛するこの地を。（吉田知克） 

　春、どこにでも見られる野草です。ホトケノ
ザとは仏様を安置している台座のことで、茎を
とり巻く２枚の葉のようすから台座（蓮華座）
を連想してつけられた名前です。花は紅紫色
で特徴のある形をして、花壇や畑地に生えます。
　　　　　　　　（写真提供/関根政信さん） 

　中田保育所に通う矢吹望帆さん（中央）と祖父
の斉さん（右）祖母のキミ子さん（左）です。 

表紙の 登場人物 

編集と発行　福島県石川郡石川町役場総務課　TEL.（0247）26-2112　FAX.26-0360 
URL http://www.town.ishikawa.fukushima.jp/  E-mail Koho_K@town.ishikawa.fukushima.jp

ホトケノザ（シソ科） 

【左上段】２月３日、豆まきが行われました。 
（記事１１Ｐ） 
【右下段】１月２３日行われた石川地区ミニバスケットボール
新人戦で優勝した野木沢小学校の選手です。 

町の人口 

18,973人（－23） 

（  ）内前月比 

●２月１日現在住民基本台帳● 

男 
女 

世帯数 

9,266人（－  8） 
9,707人（－15） 
5,572戸（－  1） 

山口　夏希さん（12歳） 
なつき 

教室の水槽で飼っている、金魚
やメダカと遊びました。人や物の
影になる部分の色使いを工夫し
ました。 

吉田　勇輝さん（7歳） 
ゆうき 

にじいろのふねでそらをとんで
います。ふねの下にはカラフル
なプロペラがついています。の
っているとかぜをうけてきもち
いいです。 

思い出たくさ
んの水そう こんなおふね

にのりたいな
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